
歳出
171億
5,500万円

歳入
171億
5,500万円

　
市税
37.8％

民生費
42.2％

総務費
12.6％

教育費
9.7％

土木費
9.7％

衛生費
9.6％

公債費
8.0％

消防費
4.5％

その他
3.7％

自主財源合計
46.8％

依存財源合計
53.2％

その他自主財源
8.9％

地方交付税
17.9％

国県支出金
21.9％

市債
3.7％

その他依存財源
9.8％

歳出
171億
5,500万円

歳入
171億
5,500万円

　
市税
37.8％

民生費
42.2％

総務費
12.6％

教育費
9.7％

土木費
9.7％

衛生費
9.6％

公債費
8.0％

消防費
4.5％

その他
3.7％

自主財源合計
46.8％

依存財源合計
53.2％

その他自主財源
8.9％

地方交付税
17.9％

国県支出金
21.9％

市債
3.7％

その他依存財源
9.8％

令和 6年度予算の状況

令和６年
３月定例会

　
令
和
6
年
度
3
月
定
例
会
は
２
月
20
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
29
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
令
和
6
年
度
幸
手
市
一
般
会
計
予
算
や
人
事
案
件
含
む
市
長
提
出
議
案
35
件

中
、
議
案
第
34
号
幸
手
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
継
続
審
査
と

し
た
他
、
34
件
は
審
査
の
結
果
原
案
の
通
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
33
号
　
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
…
賛
成
多
数
同
意

　
一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が
市
政
を
質
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歳
入
総
額
は
前
年
度
比
５
億
８
５
０
０
万
円（
3.5
％
）増

１
７
１
億
５
５
０
０
万
円

防
犯
・
防
災
体
制
の
推
進
、幸
手
中
央
地
区
産
業
団
地
拡
張

乗
合
型
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行

学
校
再
編
に
向
け
た
学
校
施
設
の
整
備
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
補
助
等

歳 入歳 出

特 別 会 計
特定の収入を特定の事業のために使う会計

（水道事業、公共下水道事業および農業集落排水
事業会計を除く）※繰出金とは一般会計から各特別会計等に繰出す支出

歳入予算額構成比

歳出款別予算額構成比

会　　計　　名 予　算　額

国民健康保険特別会計 6,105,104

後期高齢者医療特別会計 983,551

介 護 保 険 特 別 会 計 4,404,646

幸手駅西口土地区画整理事業特別会計 271,767

歳出性質別　　　( 単位：千円 )
区　　分 予算額 小計(割合)

義務的経費
人 件 費 3,332,247

8,959,323　
(52.2％）

扶 助 費 4,254,303
公 債 費 1,372,773

投資的経費 普通建設事業費 508,580 3.0％

その他経費

物 件 費 3,243,090

7,687,097　
(44.8％）

維 持 補 修 費 196,870
補 助 費 等 2,140,324
繰 出 金 1,943,091
積 立 金 102,221
貸 付 金 31,501
予 備 費 30,000

合 　　計 17,155,000

一 般 会 計

歳 入 構 成

171億5,500万円

歳 出 構 成

令和 6 年度   一般会計予算成立
一般会計 前年度比

3.5％増（ （

（2）〔市議会だよりさって〕No.110

　( 単位：千円 )



３
月
定
例
議
会
本
会
議

議
案
質
疑
及
び
討
論
内
容

本会議質疑及び討論

　

最
初
に
令
和
６
年
度
の
10
月
か
ら

と
は
い
え
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無

償
化
実
施
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
は
高

く
評
価
い
た
し
ま
す
。
学
校
給
食
の

完
全
無
償
化
に
つ
い
て
も
、
学
校
給

食
完
全
無
償
化
実
現
の
た
め
ご
尽
力

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
現
在
、埼
玉
県
内
29
自
治
体
実
施
）

　

一
般
会
計
歳
入
で
は
前
年
度
比
５

億
８
５
０
０
万
円
増
の
１
７
１
億
５

５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
事
業
と
し
て
、
杉
戸
町
環

境
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
総
合
計
画
、

令
和
６
年
か
ら
11
年
間
で
工
事
費
は

４
０
．
３
億
円
。
更
に
は
桜
泉
園
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
除
去
対
策
。
そ
し
て
、

建
設
費
80
億
円
以
上
と
言
わ
れ
る
新

庁
舎
建
設
問
題
。
１
０
０
年
事
業
で

事
業
費
１
２
０
億
円
以
上
と
言
わ
れ

る
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
市
は
、
こ
れ
ら
各
事

業
の
財
政
計
画
の
見
通
し
を
責
任

も
っ
て
立
て
る
こ
と
を
行
っ
て
い
な

い
事
を
指
摘
し
反
対
討
論
と
い
た
し

ま
す
。

収
し
た
運
賃
収
入
を
差
し
引
き
、
そ

の
差
額
を
市
か
ら
の
委
託
料
と
し
て

運
行
事
業
者
に
支
払
い
ま
す
。

　

移
動
販
売
事
業
者
燃
料
費
補
助
金

の
詳
細
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
。

　

移
動
販
売
事
業
者
の
費
用
負
担
を

軽
減
す
る
為
に
燃
料
費
補
助
と
し
て

補
助
金
を
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
今
後
の
展
開
は
、
買
物
が

困
難
な
高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
市
民
の
日
常

の
買
物
が
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
高
齢
者
の

見
守
り
機
能
が
充
実
し
た
も
の
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
計

画
策
定
業
務
委
託
料
と
は
。

　

資
料
収
集
支
援
や
関
係
機
関
と
の

調
整
、
地
図
の
作
成
な
ど
、
10
年
後

の
農
業
を
見
据
え
て
ど
の
よ
う
に
発

展
さ
せ
る
か
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
市

街
化
区
域
を
５
地
区
に
分
け
て
発
展

さ
せ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

観
光
協
会
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

桜
ま
つ
り
、
夏
祭
り
な
ど
の
事
業

計
画
、
そ
れ
に
伴
う
支
出
や
繰
越

金
な
ど
の
収
支
決
算
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
て
減
額
と
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
観

光
協
会
の
資
金
計
画
と
し
て
は
、

昨
年
よ
り
桜
ま
つ
り
の
駐
車
料
金

が
１
台
５
０
０
円
か
ら
１
台
千
円

と
な
り
、
駐
車
場
料
金
に
よ
る
収

入
が
大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
す
。

　

乗
合
型
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運
行

業
務
委
託
料
の
内
容
と
委
託
料
の
予

算
根
拠
は
。

　

幸
手
駅
か
ら
杉
戸
高
野
台
駅
間
及

び
幸
手
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

か
ら
東
鷲
宮
駅
間
を
対
象
に
、
路
線

バ
ス
の
廃
止
の
影
響
を
受
け
る
高
齢

者
を
中
心
と
し
た
市
民
の
買
物
や
通

院
等
、
日
常
生
活
を
支
え
る
交
通
手

段
の
確
保
を
目
的
に
実
証
運
行
と
し

て
実
施
し
ま
す
。
運
行
方
法
は
、
タ

ク
シ
ー
事
業
者
に
よ
る
乗
合
旅
客
運

送
と
し
、
利
用
者
登
録
を
し
た
市
民

か
ら
の
予
約
に
応
じ
て
、
停
留
所
間

を
運
行
す
る
定
路
線
型
運
行
を
考
え

て
い
ま
す
。
委
託
料
は
、
運
行
実
績

に
応
じ
て
発
生
す
る
経
費
か
ら
、
徴

　

観
光
協
会
補
助
金
が
１
千
万
円
、

昨
年
と
比
べ
て
、
５
０
０
万
円
の
大

幅
の
減
額
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て

お
尋
ね
を
し
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
一
般
会
計
全
体
で
す
の

で
、
い
ろ
ん
な
団
体
に
補
助
金
と
い

う
の
は
幸
手
市
は
出
し
て
い
て
、
助

か
っ
て
い
る
団
体
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

と
思
う
の
で
す
が
、
他
団
体
と
の
減

額
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
が
、
飛
び
ぬ
け

て
観
光
協
会
の
金
額
が
33
％
、
お
お

む
ね
３
分
の
１
カ
ッ
ト
と
い
う
こ
と

で
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
他
団
体
と
の
減
額
の
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。
こ
の
減
額

に
よ
っ
て
夏
祭
り
に
対
す
る
補
助
金

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
か
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
方
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

答

弁

答

弁

答

弁

答

弁

質

疑

質

疑

質

疑

質

疑

大
平
　
泰
二

反
対
討
論

(

議
案
第
25
号
）

令
和
６
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
予
算

(

議
案
第
25
号
）

令
和
６
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
予
算

（3） 〔市議会だよりさって〕No.110



　

予
算
書
で
の
国
保
世
帯
数
は
、
７

４
０
３
世
帯
、
被
保
険
者
数
１
万
９

７
７
人
と
報
告
さ
れ
、
一
人
当
た
り

国
民
健
康
保
険
税
は
６
万
７
３
９
５

本会議質疑及び討論

坂
本
　
達
夫

賛
成
討
論

　

歳
出
予
算
の
う
ち
、
義
務
的
経
費

（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
）
の

総
額
が
約
89
億
５
９
０
０
万
円
、
昨

年
度
が
約
86
億
７
５
０
０
万
円
と
、

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

山　

西　
　

実　

氏

約
２
億
８
３
０
０
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
経
費
（
光
熱
水
費
、
委

託
料
、
修
繕
費
等
）
の
総
額
が
、
約

76
億
８
７
０
０
万
円
、
昨
年
度
が
約

71
億
８
千
万
円
と
、
約
５
億
７
０
０

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
投
資
的
経
費
（
公
共
施
設

の
建
設
費
）
は
、
約
５
億
８
０
０
万

円
、
昨
年
度
が
約
７
億
１
４
０
０
万

円
と
、
約
２
億
５
０
０
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

幸
手
駅
西
口
を
賑
わ
い
の
あ
る
ま

ち
に
す
る
都
市
計
画
道
路
杉
戸
幸
手

栗
橋
線
の
早
期
実
現
を
願
う
私
に

と
っ
て
は
、
投
資
的
経
費
が
少
な
い

点
は
心
配
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
着

実
な
道
路
整
備
の
た
め
、
今
後
の
投

資
的
経
費
の
確
保
を
市
長
に
期
待

し
、
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
の
納
入
は
、
40
歳
か

大
平
　
泰
二

反
対
討
論

大
平
　
泰
二

反
対
討
論

(

議
案
第
26
号
）

令
和
６
年
度
幸
手
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

(

議
案
第
28
号
）

令
和
６
年
度
幸
手
市
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
被
保
険
者
国
民

健
康
保
険
税
は
、
10
億
３
０
６
８
万

９
千
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比
４
７

８
６
万
１
千
円
の
伸
び
を
示
し
た
も

の
で
、
予
算
書
で
は
、
被
保
険
者
一

人
当
た
り
４
３
６
０
円
の
値
上
げ
を

示
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
令

和
５
年
度
と
比
較
し
て
令
和
６
年
度

は
年
収
６
０
０
万
円
、４
人
家
族
で
、

年
間
６
万
９
１
０
０
円
の
値
上
げ
を

示
す
も
の
で
重
大
で
す
。
今
後
、
都

道
府
県
化
完
全
実
施
の
令
和
９
年
に

は
令
和
５
年
と
比
較
し
て
15
万
２
０

０
円
の
値
上
げ
に
な
る
と
の
市
の
報

告
で
す
。

　

共
産
党
は
、
以
前
か
ら
国
保
特
別

会
計
に
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
を
基

本
に
し
た
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
を

行
い
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
実
現
と

税
の
引
き
下
げ
を
強
く
求
め
、
反
対

討
論
と
い
た
し
ま
す
。

ら
64
歳
ま
で
と
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
支
払
う
保
険
料
の
２
種
類
あ
る

中
、
２
０
２
４
年
度
か
ら
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
う
ち
所
得
が
高
い
人
の

負
担
額
を
増
や
す
案
が
厚
生
労
働
省

か
ら
出
さ
れ
幸
手
市
は
令
和
６
年
度

か
ら
そ
の
実
施
に
ふ
み
き
り
ま
す
。

現
在
「
３
２
０
万
円
以
上
」
に
設
定

し
て
い
る
最
も
所
得
の
高
い
区
分
を

細
分
化
し
て
新
た
に
「
４
２
０
万
円

以
上
」「
５
２
０
万
円
以
上
」「
６
２

０
万
円
以
上
」「
７
２
０
万
円
以
上
」

の
４
段
階
を
新
た
に
設
け
、
年
間
所

得
が
４
２
０
万
円
以
上
の
所
得
の
高

い
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

よ
り
も
高
い
介
護
保
険
料
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
歳
入
の
第

１
号
被
保
険
者
保
険
料
は
10
億
４
８

１
万
２
千
円
対
前
年
度
比
６
６
２
２

万
円
の
増
。
介
護
職
員
の
緊
急
的
な

処
遇
改
善
、
そ
の
た
め
の
介
護
報
酬

引
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、
国
が
補

助
金
を
増
や
す
政
策
を
示
す
こ
と
が

重
要
で
す
。

 

芦
葉
　
弘
志

賛
成
討
論

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は
、
母
子

保
健
、
児
童
福
祉
機
能
を
合
わ
せ
持

つ
為
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
実
施

に
期
待
し
ま
す
。
子
ど
も
医
療
費
の

対
象
年
齢
が
、
18
歳
に
な
る
年
度

末
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
期
待
し
ま

す
。
上
高
野
小
学
校
、
東
中
学
校
の

体
育
館
の
改
修
と
空
調
設
備
を
設
置

す
る
た
め
の
設
計
を
行
う
こ
と
に
期

待
し
ま
す
。
高
齢
者
支
援
の
推
進
に

つ
い
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
、
移

動
販
売
車
の
支
援
を
通
し
て
外
出
の

促
進
や
交
流
の
創
出
に
な
る
よ
う
期

待
し
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て
、
若
年
者
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
や
が
ん
患
者
ウ
イ
ッ
グ
等
購
入
者

に
対
し
て
の
補
助
に
期
待
し
ま
す
。

惣
新
田
幸
手
線
バ
イ
パ
ス
沿
線
地
区

の
土
地
利
用
の
検
討
に
つ
い
て
、
道
の

駅
を
核
と
し
、
農
業
と
連
携
と
し
た

土
地
利
用
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
が
は
か
ら
れ
る
よ
う

大
い
に
期
待
し
ま
す
。
公
明
党
は
こ

れ
ら
を
も
っ
て
賛
成
と
し
ま
す
。

人

事

案

件

教
育
委
員
会
教
育
長
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